
（１）孤独・孤立対策について

外で遊ぶこどもの
減少

ギリギリまで
がんばってしまう

自己否定・誰にも助
けを求められない

手帳を持たず、
引きこもっている人

がいる

「家族がみるのが当たり前」
という価値観

孤独感や不安の
増加

他人とかかわ
らない意識

現状 課題 解決策

サロンなどに来ら
れない人への対応

虐待など、周りが
気づきにくい

外からはわかりに
くい虐待や暴力

誰にも助けを
求められない

個人情報保護に
よる困難

ニーズの
潜在化

サードプレイス
活動など

こちらから見つけ
に行く

すぐに相談または
１８９

民生委員や関係
機関の情報共有

障がいを理解する
こと

サードプレイス活動
などでの情報共有

地域における
情報収集・共有

高齢者が顔を合わ
せる機会が減少

地域の会合が
減少

見て見ぬふりを
する傾向

近所付き合いの
減少

おせっかいを
やく人が減った

地域イベントや
サロン活動

訪問活動

高齢者のひとり暮ら
し、高齢者のみ世帯

の増加

空き家の増加

高齢者の見守り

行政・社協・民生・児童委員・
地域包括支援センター
の連携と見守り

就労や就学ができない
ケアラーの孤立化

就労環境が低迷して
非正規雇用に フレイル化予防の

推進

地域資源を活用した
多様な交流の場

就労の場と
就労環境の改善

コロナ禍の
影響

人と人との
つながりの変化

地域の
居場所づくり

外部との接触を
望まない高齢者の

存在

近隣住民の声かけ

自治会などとの
連携

多様化・深刻化
するニーズ

見守り支え合
う意識の醸成

意見調査票のまとめ

閉じこもりがち
になっている
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学校、家以外の第３の
心地よい居場所

（２）こども・若者への支援について

現状 課題 解決策

不登校の生徒には
一人一人異なる事情

安心して過ごせる場所が
学校以外にもあること

悩みを抱えるこどもに
開かれた地域の居場所

こどもが地域の大人と
気軽に話せる場所

主任児童委員と小中
学校が連携した見守

り活動

訪問や連絡を拒まれ
る家庭が多い

主任児童委員と地区の民生
委員が連携・協力した見守り

活動

軽度の知的障害が
周囲に理解されず、
不登校になる

「いじめはダメ」
というルールの浸透

不登校やいじめがあった
ときにどう支援するのか

学校と学校以外の関係者
が集まって支援を考える場

保護者にも寄り添う
支援の場

学校以外の支援の場、
相談先

こども食堂

学校との情報共有・
コミュニケーション

多様な居場所
の創出

卒業後も見守り

義務教育修了後の
情報は少ない

主任児童委員と教育委員会
や子育て支援課との連携・

情報共有

関係機関との
情報共有・連携仕事をやめて親の介護を

している若者の存在

介護を一人で担い、
外出もできず、介護疲れ

相談から介護サービスにつなぎ、介護者だけでな
く、家族全体の介護負担を軽減し、介護者の自立

した生活へ支援

支援につなが
る地域づくり

現在の取組

困難を抱える
こども・若者

地域のこどもの減少 両親が働いている
こどもの増加

子ども会の衰退

不登校の子を持つ
親へのフォローが不足

家庭内のことに
深く踏み込めない

放課後子ども教室

不登校になった本当
の理由がわからない

場所や機会の
減少

つながること
の難しさ

具体的な
支援の不足

意見調査票のまとめ 資料２



（３）持続可能な地域活動について

現状 課題 解決策

社協の福祉委員として、
学校や施設との関わり

高齢の福祉委員が
多い

社協の活動を知らない若い世代

親子で参加できる
催し

ボランティア活動を
重要視する中学生の

活用

ゆるキャラの活用

サードプレイス事業
「お悩み相談カフェ」

行事が、減少、縮小化

人とのつながりが
希薄化している

一人暮らし高齢者の
孤立化

子育て中の人の
孤立化

気軽に集まれる
イベントやサロンを

増やす

こどもから高齢者まで
参加できる交流の場

声かけや見守りを
意識する

小学校の「あいさつ運動」
「いきいき交流会」への高齢者招待

下校時パトロール
高齢者「ふれあい交流会」
「ささら獅子舞」手伝い
防災訓練参加など

民生委員・児童委員、主任児童委員に
ついての活動内容が知られていない

民生委員・児童委員、主任児
童委員活動への周知活動

白岡市公認バリスタ

オレンジリボン運動
の取組

公的福祉サービスと住民の支え合いの
取組などを相互に活かすことが大切

ボランティアの高齢
化、新規会員の減少

他の地域の人たちと
も交流したい

コロナ禍の
影響

支部の交流会が、行政区の交流会
「ふれあい・いきいき交流会」に

変更

小学生と高齢者が交流
する「まつり」開催

参加しやすい時期な
どの検討

グループ編成で交流
できる仕掛け

交流会開催への地域
の理解

成功例の情報を提供すること
で、交流会未実施地域の開催を

めざす

大山地区
ゴミゼロ運動
藤まつり
健康体操

高齢者懇親会 など

後継者不足で
事業継続が困難

委員の負担軽減

ボランティアに興味
がある若年層に発信

若者への事業のPR

参加しやすい
環境づくり

電話や訪問活動が
難しい

サロン活動の休止中
に担い手の高齢化

担い手不足でサロン活動が
再開できない

サロン活動の
リーダーの育成支援

サロン活動の担い手の発掘・育成について、支部社協と
地域包括支援センターが協働して取り組む

活動している
内容

担い手不足

人と人のつな
がりの変化

周知不足

多世代
交流の場

関心と
意識づくり

様々な支援の
活用

担い手づくり

年末に84歳以上高齢者宅を訪問
年度末に地区のふれあい交流会

地区独自のサロン活動
公園のそうじや年間行事にボランティア募集

高齢者向けの取組は
多いが子ども向けは

少ない

こどもも高齢者も
楽しめる企画

意見調査票のまとめ

交流活動
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